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序　　文

京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来1 2 0 0年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成1 3年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたび土地区画整理事業に伴います平安京跡の発掘調査成果を報告いたします。本

報告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますよう

お願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成16年７月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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平安京右京三条一坊七町跡

１．調査経過

調査地はＪＲ二条駅西側、京都市中京区西ノ京星池町3 9番地にある住宅跡地である。今回の発

掘調査は、京都都市計画（京都国際文化観光都市建設計画）都市計画事業二条駅地区土地区画整

理事業に伴うもので、同事業関連の調査としては1992年度から続く19次調査となる。

調査地の近辺では、二条駅地区土地区画整理事業、御池通西進延張工事、地下鉄東西線西進工

事などが行われ、1 9 8 9年以来、多くの発掘調査が実施されている。当地は、平安京右京三条一坊

七町にあたり、西坊城小路に隣接する。七町は『拾芥抄』によれば穀倉院が置かれた所である。

周辺の調査で検出した平安時代の遺構は、北側の御池通西進延長工事に伴う1997年調査の１区で、

東西２間の南北棟建物、南北柵列、池の東岸を検出した。南側の二条駅地区土地区画整理事業に

伴う2 0 0 1年度調査では、南北棟建物、三条坊門小路・側溝、築地や西坊城小路東側溝などを検出

した。西側の地下鉄東西線西進工事に伴う2002年調査では、池と溝を検出した。

－1－

図１　調査位置図（１：2,500）



調査は５月６日から資材搬入を開始した。調査区は、七町の東面築地位置と周辺の調査で検出

した南北棟建物の延長が含まれる範囲、東西約1 5ｍ、南北約７ｍに設定し、1 1日に重機掘削、翌

日から手作業による調査を行い、地山の直上面で、平安時代から江戸時代の遺構を検出した。1 9

日に調査区東側で検出した南北溝の東肩を確認するため、0 . 3 6㎡を、2 6日に南北棟建物の西側柱

穴列の確認のため、0 . 2 5㎡を拡張した。2 4日、全景写真を撮影し、引き続き、断割り、図面記録

などの調査を行い、2 7日、埋め戻し、2 8日に資材の搬出、週明け3 1日に、リース物品・事務所ハ

ウスの返却の後、事務所下の既設歩道清掃、仮囲いフェンスの固定を終え、調査を終了した。

２．遺　　構

（１）層　序（図４）

調査区の層序は、調査区北壁Y = - 2 3 , 4 1 4付近で、地表から厚さ5 0㎝前後が石炭ガラの多く混じ

る現代盛土であり、その下は、ガラス・鉄クズなどが混じる厚さ1 0～2 0㎝の近代盛土（黒褐色砂

泥）である。下には、本来厚さ1 0㎝前後の近世耕作土があるが、ここでは認められない。その下

層は灰色砂泥の地山となる。さらに下層に黄褐色砂礫の地山がある。その標高は、約3 4 . 0ｍであ

り、西へ漸次下がり、調査区西端で標高約3 3 . 4ｍである。断割により、さらに深さ約１ｍまで砂

礫層を確認した。

（２）遺　構（図４～６）

遺構検出面は、地山直上の１面のみであり、その面で平安時代から江戸時代の遺構を検出した。

調査区西半では、灰色砂泥を採取した土取穴を検出した。その底は、砂礫層直上まで至る。

平安時代から室町時代（図４）

土壙5 8 調査区南東部で検出した。円形状であるが、北と南を江戸時代の土壙に切られる。東

西約0 . 4ｍ、南北約0 . 5ｍ、深さ約0 . 2ｍ、埋土は黒色砂泥である。小片であるが、土師器、黒色土

器、瓦など、40数点の遺物が出土した。調査区唯一の平安時代前期の遺構である。

－2－

図２　調査前全景（東から） 図３　調査風景（西から）



－3－

図４　平安時代から室町時代遺構実測図（１：100）



－4－

図５　江戸時代遺構平面図（１：100）



南北柱穴列　調査区西側の土取穴底部で、柱穴6 0・

6 1・6 2を検出した。北向きで東へ約1 . 9°振れる。柱

穴列は、南北に並び、柱間は約1 . 8ｍである。直径0 . 3

～0 . 3 5ｍ、深さは約0 . 1ｍ残存していた。直径0 . 1～

0 . 2ｍの柱あたりがあり、柱穴6 1は中に石を伴う。平

安時代の小片の土器が、数点、出土した。

また柱穴6 0から西へ２間（約3 . 6ｍ）の西壁を一部

拡張し、柱穴6 3を検出した。北半分を江戸時代の土取

穴に切られる。直径約0 . 4ｍ、深さ約0 . 3ｍある。柱あ

たりはなく、抜取穴状である。中世の遺物が３点出土

した。さらに柱穴6 3から南へ約1 . 8ｍ・柱穴6 1から西へ約3 . 6ｍの地点を精査したが、柱穴は検出

できなかった。土取穴で削平されたと考える。

その他にも調査区東側で、柱穴４基を検出した。出土遺物は、いずれも小片が数点である。時

代は不明であるが、埋土と考えあわせて、平安時代から室町時代の間と考えておく。

江戸時代（図５）

溝１（図６） 調査区東端で南北溝を検出した。範囲は、南北約4 . 5ｍである。北向きで東へ約

2 . 1°振れる。幅約1 . 1ｍ、深さ0 . 3 5～0 . 4ｍある。北に向けて浅くなる。溝は新旧２時期あり、新

期の溝東肩に、護岸の施設と思われる柱穴5 7を検出した。出土遺物から新旧とも江戸時代初期と

考える。

柱穴列　調査区東部で柱穴4 3・4 4・８・９を検出した。溝１の芯から西約1 . 6ｍの位置で、南

北に並ぶ。直径0 . 4～0 . 5ｍ、深さ0 . 1～0 . 2ｍ、柱間約1 . 8ｍある。柱穴９には柱あたりが認められ

ない。遺物は、平安時代の瓦片や灰釉系山茶椀、土師器（中世）など、いずれも小片のものが出

土した。溝１に沿うことから、それに伴う柵などの施設と考える。

その他に耕作溝、土壙、土取穴を検出した。耕作溝は、江戸時代前半と考えるが、主に東西溝

と、それらを切る南北溝を検出した。土取穴は、おもに調査区西部で検出した。平安時代から江

戸時代の遺物が出土した。江戸時代後半の遺構と考える。深さは、いずれも砂礫の地山面まで掘

られる。

－5－

図６　溝１南壁断面図（１：40）

表１　遺構概要表



３．遺　　物

（１）遺物の概要

出土遺物は、平安時代から江戸時代のものが出土した。江戸時代のものが大半である。平安時

代の遺物は、後世の遺構からの出土が多く、小片である。また瓦類は、小片の軒丸瓦片が１点、

丸瓦と平瓦が、後世の遺構から数十点出土している。

中世の出土遺物は、少なく小片である。

江戸時代の出土遺物は、土取穴から主に出土しているが、全体の形がわかるものは少ない。

（２）土器類（図７～９）

ここでは調査区から出土した主な土器類を記述する。

（１）は軟質で磨滅の激しい須恵器の底部である。調査区中央南部の土壙5 2から出土した。平安

時代の壷（瓶子）であろう。（２）は灰釉陶器皿である。調査区西部の土壙4 9から出土した。内面

に重ね焼き痕が残る。９世紀後半のものである。（３）は緑釉風字硯
　１）

である。調査区西部の土壙41、

4 9から４片出土し、同一個体である。平安時代前期のものである。（４）は唐津折口皿である。調

査区東端の溝１から出土した。内面に重ね焼きの砂目圧痕が残る。17世紀前半のものである。

－6－

表２　遺物概要表

図７　出土遺物実測図（１：４）



（３）木器類（図７）

木製品が、調査区中央部南寄りの溝1 1（近代攪乱）から２点出土している。（５）は糸巻の縦の

部材と思われる。（６）は箸である。攪乱からの出土であるが、出土状況から江戸時代と考える。

４．ま と め

調査区西半部で検出した南北柱穴列は、調査区北側の御池通の1 9 9 7年度調査
　２）

の１区で検出した

南北棟建物S B１と、調査区南側の2 0 0 1年度調査
　３）

の七町地区で検出した南北棟建物S B 2 0をつなぐ

線上に位置する。調査区の南北柱間約1.8ｍは、前述の検出した南北棟建物の柱間とほぼ一致する。

1 9 9 7年度調査と2 0 0 1年度調査の遺構から、確認できた南北柱穴列の長さは、約5 6 . 5ｍに及び、

3 1間を復元できる。両調査の報告では、これらの柱穴列を南北建物としたが、南北の長さが長大

であることや、各柱穴が小型でしかも梁行が3 . 6ｍと長いことなどから、２条の柵列であると考え

るのが妥当である。調査区の南北柱穴列は東側柵列に位置する。その時期は、「S B１は、池との

関係で平安時代中期」としていること、「S B 2 0は、出土遺物から平安時代中期」としてること、

調査地の南北柱穴列から、数点の平安時代の小片土器が出土したことから、平安時代中期と考え

るのが妥当である。また調査区西端、東西の柱間約3 . 6ｍで検出した柱穴6 3は、建物をつなぐ西側

線上に位置しないこと、柱あたりがなく、出土遺物が中世であることから、柵列の柱穴ではない

と考える。

調査区東半部の砂礫の地山上では、確実な平安時代の遺構は土壙5 8しかない。推定七町の東面

築地および内溝などを検出できなかったが、このことは、1 9 9 7年度調査の報告で「西坊城小路側

溝はない」ことや、2 0 0 1年度調査の報告のまとめで述べられている「東面築地位置にはその痕跡

は検出されていない。また、1 9 9 3年度に実施された二町部分の試掘調査
　４）

では西坊城小路及び押小

路推定位置で路面や側溝等の遺構は検出されていない。これらの事実から穀倉院の中には小路が

敷設されていなかった可能性が深まった。」ことなどを、さらに裏付ける。これらのことから、南

北柵列の性格は、条坊に関連する施設ではなく、穀倉院内の土地利用を限るものであろうが、詳

細は不明である。

－7－

図９　唐津折口皿図８　緑釉風字硯

４３



－8－

図10 周辺の調査と関連遺構（１：500）



調査区東端で検出した溝１および並行する南北柱穴列は、2 0 0 1年度調査の七町地区で検出した

S D 1 5（江戸時代、幅約1 . 1ｍ、深さ0 . 6ｍ）と柵S A 1 4の北延長線上に位置し、幅や柱間がほぼ一

致することから、同一の遺構と考える。溝底の標高は、溝１北端で3 4 . 6 0ｍ、S D 1 5の南端で

3 3 . 1 5ｍあり、北から南へ低くなる。江戸時代前期の絵図にみられる調査地周辺の土地利用は、東

は千本通まで、南は三条通まで、宅地でなく「畑」となっている。その広い空間に、溝と柵があ

るのは、なんらかの区画をなすためと考えられるが、二条城近辺に集中する役所邸宅と畑との境

界をなすものか、または絵図に見える群境界に関連する施設と考えることもできるが、詳細は不

明である。
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化財研究所　1999年

３） 本　弥八郎・山口　真・平尾政幸『平安京右京三条一坊三・六・七町跡』京都市埋蔵文化財研究所

発掘調査概報 2002-5 (財) 京都市埋蔵文化財研究所　2002年

４） 平田　泰「平安京右京三条一坊６」『平成５年度　京都市埋蔵文化財調査概要』 (財) 京都市埋蔵文

化財研究所　1996年
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